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気持ちのいい秋風が吹き渡るころとなりました。今月は、マラソンにたとえるなら、ちょ

うど折り返し地点です。ひとりひとりが課題や目標をもって積極的に取り組み、成果を共に

喜び合えるよう支援していきたいと思います。保護者の皆様には何かとご協力いただくこと

があると思いますが、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。また、後期は、高学年で

ある５年生進級に向けての大切な準備期間となります。前期の学習面や生活面での反省を十

分に生かし、目標に向かって気持ちを新たに実り多い秋にしていきたいと考えています。よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

月 火 水 木 金 

２ ３ ４ ５ ６ 

  ロング昼休み 

 

就学児健康診断 

A日課４時間 

１：００下校 

口座振替日 

前期終業 ５時間 

２：４０下校 

 

９ １０ １１ １２ １３ 

スポーツの日 後期始業 

（通常日課） 

通学路点検 

しいの木活動 

 

4年福祉移動講座 

（車いす体験） 

スクールカウンセ

ラー来校 

 

１６ １７ １８ １９ ２０ 

市陸上記録会 

B日課 4時間 

 

 市陸上記録会予備日 

B日課 4時間 

B日課 4時間 演劇観賞会 

口座振替日 

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

運動公園練習 ロング昼休み 

学校運営協議会③ 

臨海自然教室 

（5年生） 

臨海自然教室 

（5年生） 

臨海自然教室 

（5年生） 

３０ ３１    

  

 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆前期終業と後期始業について 

 10月６日（金）で前期が終業となり、学びのすがたをお配りします。よく頑張っていたところ、こ
れから頑張っていきたいところをご家庭で話し合っていただき、めあてを考えるなど、後期に向けて
の力としてもらえたらと思います。後期の始業は１０月１０日（火）で、通常日課の６時間授業です。 

☆彫刻刀の使用について 

１０月から図工の木版画制作を進める予定です。彫刻刀を初めて使用する際、木版を押さえている
方の手をけがしてしまうお子さんがよく見られます。そこで、初めのうちは、利き手の反対の手に軍
手をつけて彫刻刀を使おうと思っております。10月１０日（火）までに、彫刻刀と軍手を持たせてく
ださい。また、彫刻刀には、必ず 1本ずつ記名をしてください。ご家庭にある彫刻刀を使わせる場合
は、切れ味の確認をお願いします。 

☆服装・運動着について 

  １０月に入ると一日の気温の差が大きくなってきます。必要に応じて、普段着は脱
ぎ着のしやすい羽織れる物、運動着は長袖・長ズボンの準備をお願いいたします。 

☆家読について 

９／２９から１０／１０は、小中一貫教育の取り組みの一つとして、家読を実施します。ご家庭で、
おうちの方と一緒に本を読んだり、本について話題にしたりすることで、本の世界を楽しみ、読書の
機会を増やしていけたらと思います。後日、「家読カード」を配付しますので、お子さんに記入させて
ください。おうちの方も感想の記入をお願いします。お子さんが本の世界を楽しみ、読書がますます
好きになれるように、励ましの言葉を記入していただけたらと思います。ご協力、よろしくお願いし
ます。                                                    

 

                 

 

 

 

 

                 

国語 ・ごんぎつね   ・秋の風景 
   ・慣用句 
社会 ・受けつがれてきた願い 
算数 ・およその数の使い方と表し方を調べよう 
   ・計算のやくそくを調べよう 
理科  ・とじこめた空気や水 
   ・ヒトの体のつくりと運動 
音楽 ・せんりつの重なりを感じ取ろう 
図工 ・ほって表すふしぎな花 
体育 ・ゴール型ゲーム 鉄棒運動 表現 
総合 ・福祉ってなあに 
 

 

◎喜んで働こう 

 ・進んでごみを拾おう 

 ・係や当番活動をしっかりやろう 

 4年生は、９月始め

に宿泊学習を、後半に

は「ふくし移動講座」

を行うなど、体験を通

しての学習が続いてい

ます。直接人と触れ合

い自分で実際に体験す

ることで、新たな気付

きを見つけ、友達と仲

良く学び合う姿が見ら

れました。 

総合の学習では、「ふくし

移動講座」を行い、視覚障が

いの方の講話や、手話の体験

をしました。障がいのある方

に直接お話を聞くことで、障

がいをもつ方への理解が深ま

り、自分たちにできることを

進んで行っていきたいという

思いを強めていました。  


